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 このタイトルを事務局に提出したときには、まだ

話す中身が決まっておりませんでしたが、本シンポ

ジウムの趣旨ライティングですので、タイトルにラ

イティングと入れてみました。しかし、配付されてい

るスライドのコピーからもわかるように、私はこれ

まで、キャリア支援を目的としたeポートフォリオシ

ステムに携わってきましたので、これまでの経験を

お話させて頂きながら、ライティングと絡められる

ところがありましたら、触れて行こうと思っており

ます。 

 司会の毛利先生からもご紹介いただきましたが、

簡単に自己紹介をさせて頂きます。 

 私の専門は応用光学で、教育学部出身でもござい

ませんし、教育について専門に勉強してきた者でも

ありません。研究でシミュレーションプログラムを

書いていただけの、普通の物理系の教員でした。 

 しかし、私が大学教員になりたての2001年頃から、

大学にも競争的資金獲得の波が押し寄せ、ＧＰの予

算獲得のためには、大学もｅラーニングをやらなく

てはいけない状況になりました。年輩の先生から、「

あなたプログラムができるんだから、ｅラーニング

もできるわよね」と言われたのがきっかけで、この分

野に携わることになりました。おかげさまで、性分に

あっていまして、本も出版させて頂きました。 もし

ポートフォリオに興味のある方がいらっしゃいまし

たら、読んでいただけると、うれしいなと思っており

ます。 

 

 前半のお二人の先生方は、ライティングが中心の

お話でしたが、私のほうはｅポートフォリオについ

てお話させて頂きます。きょう一番最初に中澤先生

から、この取り組みの中でもｅポートフォリオを取

り入れていますというご紹介があり、将来的にはキ

ャリアのほうにつなげていきたいとおっしゃってい

ましたので、私どもで構築したキャリア支援のｅポ

ートフォリオについて、ご紹介させていただきたい

と思います。 

 ここにご参加されている多くの方が、ポートフォ

リオというものをご存知だと思いますが、教育にお

けるポートフォリオの話を始めるに当たって共通認

識を持っていたほうがいいと思いますので、まずは

ポートフォリオの説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 ポートフォリオというのは、もともと「紙挟み」と

いう意味で、情報を蓄積したものをイメージされる

方が多いと思います。しかし、教育で言うｅポートフ

ォリオは、

単なる情報

の蓄積では

なく、こち

らの５つに

従って作成

していきま

す。まずは

一番最初にやらなくてはいけないことは、目的、目標

を決める、ゴールを設定することです。これはポート

フォリオに限らず、髙橋先生の話にも、森先生の話に

も、まず自分が何をするかといったときに、「目的を

明確にする」ことがキーワードとしてちらちら出て

きていたと思います。そもそもポートフォリオとい

うのは、ツールなので、あるから何か役に立つという

ものではなくて、やはり意図的に使わないと何も生

まれてきません。まずは明確な目的を持つことが一

番最初にやるべきことになります。 

 そうしたら、次にその目的に応じて、自分が勉強し

たこと、成果、資料などのデータを蓄積します。その

後、この蓄積したものを考察、振り返ります。髙橋先

生のところのフリーペーパーをつくるときのお話と

まさに同じ状況だと思います。まずはデータを集め

て、そこからどういうものを外に発信していくべき
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なのかということを振り返るということになります。 

 振り返った後、それを外に発信するためには、取捨

選択をして、「見せる」というデザインが必要になり

ます。そのデザインしたものを、今度は公開し、自己

評価や他者評価を行います。その結果を踏まえて、ま

た自分の目的に向かって、データ収集してと、繰り返

し行っていきます。これは、ポートフォリオだけでな

く、前の先生方のお話にありましたけれども、ほとん

ど同じようなことを繰り返していると言えるのでは

ないかなと思います。私は、どちらかというと、情報

システム屋さんなので、システム寄りの言い方をす

ると、やはり持続可能なシステムとするときには、こ

のようなサイクルが上手に回っていないと、せっか

く入れたシステムでも、うまく活用が進まないとい

うことになるかと思います。 

 ポートフォリオサイクルについて説明しましたが、

もう一つ、ここで共有したいのは、ポートフォリオの

種類です。 

 ポートフォリオには、いろいろな側面があり、色々

な人が色々なものをイメージしてしまいます。基本

的には、先ほどのポートフォリオサイクルが回る仕

組みであれば、ポートフォリオ、それを電子的に使っ

ていれば、ｅポートフォリオ、と呼んでいいと私は思

います。 

 今いろいろな大学で、最も取り入れられているの

が学習ポートフォリオです。学習ポートフォリオは

自己の学びを深め、次の学習へつなげていくために

使っているところが多いと思います。しかし最近は、

ポートフォリオを学生がどういう学びをしてきて何

ができる人物なのかというエビデンスとして用いた

いと思っているところが多くなってきているかなと

思います。なので、日本の高等教育機関においては、

この学習ポートフォリオというのがかなり多くの大

学で導入がされております。 

 次が、ティーチング・ポートフォリオです。これは

まだ国内ではなかなか進んでいないのが現状です。

大学の先生は、自分のやり方に自負があるので、人か

ら何か言われるのが好きじゃない人が多いかなと思

います。それもあり、ＦＤの取り組みを進めなくては

いけないと言われていながら、ティーチング・ポート

フォリオはほとんど進んでいないのではないかと思

います。本学でも、ティーチング・ポートフォリオは

使用していません。現状は授業アンケートをとり、他

の教員の授業を参観に行く程度です。これも、おいお

い進まざるを得ないのかなと思っています。海外で

すと、ティーチング・ポートフォリオは進んでいまし

て、ベストティーチャーが選出されて、ホームページ

にその先生のポートフォリオが載っているような大

学も見られます。 

 そして、３つ目がキャリアポートフォリオになり

ます。キャリアポートフォリオは、ただ学習を深める

ためというよりかは、こちらでも目指されているよ

うな、入学してから卒業するまでに至って、社会人に

なるためのトータルな力を身につけていくツールが

キャリアポートフォリオになります。 

 これら３つは、どれもポートフォリオサイクルを

回すことが大前提になってくるものです。薄い色に

してあるショーケースポートフォリオは、芸術系や

建築系のように自分の作品を見せるためのものとし

て使っているのです。ご自身の中では、ポートフォリ

オサイクルを回すということはあるかと思うんです

けれども、仮に高等教育の機関の中のショーケース

といったときには、どちらかというと、成果物が並ん

でいるようなものを指すことが多いと思いますので、

グレーにさせていただいております。 

 今回は、キャリアポートフォリオについての話を

させていただきたいと思います。まずは、海外の事情

を少しだけお話しさせていただきます。 

 2012年に実施されましたアメリカの調査では、回

答した28％の高等教育機関で90から100％の学生が

ｅポートフォリオを作成していると答えています。

2013年のオンライン調査では、雇用者に対して行っ

た調査には83％の雇用者が学生の知識及び技術の保

証にポートフォリオは有用であろうという回答が得
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られております。アメリカのほうは、やはりポートフ

ォリオになじみがあって、その人が何を学んできた

人なのかということを見るためのものとして普通に

活用されているんだなという背景がわかります。で

も、実は、この83％が有用であるといっていますが、

別の調査だと、必要だと思うけれども見ているかと

聞くと、半分ぐらいしか見ていないというのが実態

のようです。 

 このアメリカでは、ポートフォリオ自体は、ほとん

どの大学で取り入れられていると思っていいと思い

ます。特に、キャリアポートフォリオに力を入れてい

る大学で一番最初に名前が上がってくるのが、フロ

リダ州立大学になります。 

 こちらが、

そのフロリ

ダ州立大学

のトップペ

ージになり

ます。ここに

、優秀なポー

トフォリオ

の名前が出ています。もちろんここからクリックす

ると、１位だった方のポートフォリオに飛べます。こ

のコンテストでは、奨学金も出しています。確かフロ

リダ州立大学の場合は、１位になった人には500ドル

の奨学金が出ていると思います。ほかにも、ケネソー

州立大学とか、クレムゾン大学、あとは普通に学習ポ

ートフォリオの延長でキャリアまでつながっている

大学は、本当にたくさんあります。 

 フロリダ州立大学は、1997年に学長のイニシアチ

ブでスタートしたものです。2002年からスタートし

て、今はキャリアセンターが中心となって行ってい

ます。キャリアセンターのスタッフがアドバイスも

してくれますし、キャリアアドバイザーからのコメ

ントも受けることができます。それらを参考にポー

トフォリオを作成し、就職活動に臨んでいます。この

フロリダ州立大学は、大変熱心なので、企業や学生に

追跡調査を行い、レポートとしてWebに上がっていま

して、かなり力が入った大学さんだなというのはサ

イトからもよくわかります。 

 あとケネソー州立大学さんも、キャリアポートフ

ォリオ専用のポートフォリオを運用していますし、

クレムゾン大学のホームページには、何年間分の学

生さんの優秀なポートフォリオが表示されています。

もちろんｅラーニングも北米で広まって、日本に来

たものですけれども、キャリアポートフォリオにつ

いても先行しているところがたくさんあります。 

 一方、日本ではどうかというと、ここ最近、文科省

の競争的資金で、キャリア教育に関係するようなも

のもたくさんあります。平成21年から始まっていま

して、文科省のページに行きますと、採択された学校

の取り組み例があり、タイトルにｅポートフォリオ

何々とか書いてあるところも、すごくたくさんあり

ます。ざっと見ただけでも、100大学ぐらいはポート

フォリオが入っているんじゃないかなと思いますが、

ここの大学のこのポートフォリオうまくいっている

よねというところがごろごろあるというような状況

ではないかなと思います。平成21年か22年ぐらいに

行われた、文科省が放送大学に委託して行った調査

だと、ポートフォリオの導入率は現在のところ30％

を超えているというのが現状のようです。 

 こういった背景として、日本においてキャリア教

育の重要性が2011年ぐらいから熱心に言われるよう

になっていることがあげられます。先生方、皆さんご

存知のことだと思いますが、2011年よりキャリア教

育が高等教育機関において義務化されました。「社会

的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な

力」というのをキャリア教育でつけさせなさいとい

うふうに、文科省から答申で答えられているかと思

うんですけれども、その「力」というのをかみ砕いて

表現しているのが、ここに示している「力」なのだと

思います。 

 ここに示している力について、どうやってこれを

育成していくのか、どうやってこの力がついたと評
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価していくのかということで、eポートフォリオが使

えるかもと注目を集めています。 

 このような力は、テストで判断できるようなもの

ではなくて、やはり先ほど来、いろいろ先生方が学生

さんたちに指導しているような内容を積み重ねるこ

とによって初めて身についていくのが見える形にな

っていくのかなというふうに思います。この過程を

蓄積するツールとしてｅポートフォリオが注目を集

めているのだと思います。 

 ポートフォリオを導入するときに、先ほども言い

ましたけれども、やはり「目的をどうするか」です。

この１枚前のスライドで見せた力がありますが、こ

んなにたくさんの力を一遍につけられるのか。つけ

られるわけがないと私は思っています。なので、まず

キャリアのことを考えたときに、自分たちは何の力

をつけようと思うのかということに優先順位を決め

たほうがいいんじゃないかというふうに個人的には

思っております。 

 キャリアのことを考える上で、まずは必要な情報

も蓄積しないといけませんよね。もちろんこれは自

分のことを理解したり、自己分析にもつながります。

あと、やはり自分のＰＲのネタ帳だってどこかにあ

ったほうがいいよね。すぐ忘れちゃいますから。あん

なに感動したなと、感動したことを覚えていても、何

に感動したか忘れたとか、すごく怒ったことを覚え

ているんだけれども、何に対して怒ったか忘れちゃ

ったとか、結構意外に忘れっぽくできているんだと

思うんです。なので、やはりどこかに書きとめておい

たほうが、振り返るときにはとても便利なんじゃな

いかと。その振り返ることによって、自分のなりたい

自分を考える訓練にもなるんじゃないかなと思うわ

けです。 

 どんなキャリアポートフォリオを描くかは、取り

組む大学さんにおいて、考える必要があります。しか

し、あまり欲張らないほうがいいと思っております。

先ほど紹介しましたが、100大学ぐらいがポートフォ

リオを入れたと聞くと、ポートフォリオを入れさえ

すれば大丈夫なんじゃないかと錯覚をする大学さん

もあると思います。こちらの取り組みはそういうこ

とは一切なく、大変よく勉強されているので、大変す

ばらしいポートフォリオシステムで、取り組みが実

になるんではないかと楽しみにしているところです。

ポートフォリオというのは万能薬ではありません。

ただのツールです。ですから、各機関に適した、目的

に合ったポートフォリオというものを構築していく

必要があると思います。 

 国内で一番有名なポートフォリオといったときに、

まずよく名前が出てくるのが、金沢工業大学さんだ

と思います。金沢工業大学さんも10年かけて今の形

をつくられてきています。もしご覧になった方がい

ると、わかると思うんですけれども、最初は１つのポ

ートフォリオ、修学ポートフォリオから始まって、キ

ャリアポートフォリオや達成度評価ポートフォリオ

というように、どんどん広がってきているという歴

史を持っております。なので、まず自分たちが何を目

的にポートフォリオを導入して、学生たちに何を身

につけさせたいのかということを欲張らずに考えて

いくことも大事なのかなと思います。 

 簡単に、本学の取り組みの例を紹介させていただ

きます。 

 ここしばらく、2、3枚、資料にはないんですけれど

も、本学の背景をちょっと説明させていただきます。 

 本学は1901年に開学されました。一般的に、女子大

学という名前がついていると、お嫁さんを育てる学

校かなという印象が強いかと思うんですけれども、

津田塾大学さんも決してそういう大学ではございま

せんけれども、本学も、職業婦人を育てる大学として

スタートしております。 

 本学は、女子大学としては規模が大きくて、幼稚園

から大学院まで備えております。大学、大学院の学生

数は6,400名規模の女子大学です。もちろん女子しか

学生はおりません。でも、先生は男性がたくさんいま

す。それでも、家政学部は男性の先生は半分ぐらい、

理学部に至っては３割が女子、７割が男性の先生な
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ので、こういうところでも女性の進出が進むといい

なと女子大学の人間としては思っているところです。

学部は4学部ある総合大学で、歴史も長く、卒業生も

たくさん輩出しているのが本学の特徴と言えると思

います。 

 そして、卒業生とのつながりも、いろいろなプロジ

ェクトを採択していただいております。女子大学と

いう特性から、女性はやはりライフイベントに左右

されることが多いです。例えば、出産、育児、介護と

いったところで、やっぱり女性のほうがかかわる時

間が長いというのがありまして、そのライフイベン

トに対応して大学として支援できることはないかな

ということで、これまでいろいろなものを蓄積して

きております。そういう意味でも、卒業生との結びつ

きが強いというのが本学の特徴であるかなと思って

おります。 

 そこで考え

ついたといい

ますか、思い

ついたと言え

ばいいんでし

ょうか、それ

がロールモデ

ル型ｅポートフォリオというものになります。本来、

ポートフォリオというのは、このサイクルが回るん

ですけれども、例えば、ここで自分のやったものをま

とめるために、デザインをする時に、ちょっとしたき

っかけが欲しいわけです。今でしたら、恐らくライテ

ィングセンターの先生方とか、チューターの方、森ゼ

ミだったら、まさに森先生とかが、いいコメントを下

さるわけです。そうすると、自分にとってどんなこと

を考えればいいのかなというフィードバックがとて

もかけやすいような状況になります。でも、例えば、

6,000人規模の大学で、先生がそれを一人ずつやれま

すかといったときに、ちょっと難しいということに

なります。私は、理系の技術屋なので、技術で解決で

きることないかなと、単純に思ったわけです。 

 先生の頭の中に入っている卒業生をデータベース

化し、支援に使えないか。ロールモデルのデータを入

れて、これを職業別とか、職種別に分類し、振り返り

の材料として提供するようなことをシステムで実現

いたしました。 

 キャリアデザインをするときのロールモデルとい

うのは、やはり自己分析の足りない人からすると、お

手本があるということはとても大事なんだそうです。

リクルートワークス研究所からも、ロールモデルと

いうのは自己分析がまだ未熟な場合、こういった具

体的な目標設定というのは大変効果的であるという

ふうに言われておりまして、そういう意味でも、そう

いうロールモデルを提示してあげるということに意

味があるのかなというふうに考えております。 

 実際に描いた構想は、こんな感じになります。学生

たちがこのようにいて、自分の成績とか、業績とか、

取得資格とかをこういうふうに入れます。それに対

して先輩を参照するような形にしています。かつ、卒

業生もたくさんいるわけですから、卒業した後も使

ってくれたほうがいいよねという構想になっており

まして、卒業後は、さらにその上の卒業の先輩を参照

するというような設計にしてあります。今、ポートフ

ォリオも、もちろん学習ポートフォリオとかもあり

ますけれども、生涯にわたって、自分の学びや経験を

積んでいこうということで、ライフロングという表

現をよく使うんですけれども、ライフロングなポー

トフォリオを目指した設計になっております。 

 具体的にどういうふうに参照していったかという

と、簡単なんですけれども、数値化していきました。

本来、ポートフォリオは数値化しないものだという

ふうに言われているんですけれども、理系的なセン

スで無理やり数値化しています。それを、業種・職種

別に、ロールモデルのデータを数値化したものを赤

い線で表示し、自分も同じように数値化した自分の

現状をこのブルーのところで数値化することによっ

て、現在の自分の足りているところ、足りていないと

ころを表現していきました。 
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 あとは、学校の中で使っているということがあり

ますので、どんな科目をとったらいいかなというこ

とを、そのロールモデルのデータをベースにして、推

奨科目の提示も行っています。 

 あとは、エントリーシートや、自己アピール文など

を、文書解析し、学生さんにフィードバックをかけて

いくというようなこともやっております。 

 さらに、女性研究者マルチキャリアパス支援モデ

ルという女性研究者を育成するプロジェクトにもこ

のポートフォリオを導入いたしましたので、その中

で研究者の能力値みたいなものをポートフォリオで

表現していってあげましょうという取り込みを行い

ました。実際に取り込んだのは、人材派遣や、職業紹

介をやっている企業から、理系の方だったら、こうい

う情報が入っているといいですよということを教え

ていただいて、それをポートフォリオの中に蓄積で

きるようにしました。 

 利用者からは、いろいろなキャリアパスの先輩と

比較することで、進路を決定する材料にできたとの

声を頂きました。本システムはキャリア教育という

より、キャリアデザインをするための支援に使って

いると言えるかなと思います。ですので、先ほどの文

科省の資料からいくと、多分、本学は事業の基本的な

ところを入れておりますから、基本的な知識とこの

辺は一応蓄積されていて、あと自己理解、自己分析と

、自分の将来をロールモデルを参考に少し考えてい

くといったようなシステムになっているんじゃない

かなと思っております。 

 ただ、それだけではなくて、ポートフォリオのサイ

クルを回すということがとても大切で、そうすると、

先ほどメタ認知という言葉をちょっと使ったんです

けれども、自分を客観視することで、まさに先ほど森

先生から習慣を見るという話があったと思いますが、

自分を客観視すると、自分がどういう習慣、どういう

思考回路を持っている人間なのかということを気が

つくきっかけにもなるんですね。なので、このポート

フォリオを回すということは、ためる情報とうまく

結びつけていくと、どんな対象にも、ポートフォリオ

を使うことで育成することができるんじゃないかな

というふうに期待できます。 

 最後に、紹介ということなので、特に何かまとめら

れるものがあるわけではありませんけれども、シス

テムを構築していくときの注意事項といいますか、

私自身も気にしているところは、やはり持続可能な

システムにするということが何よりも一番大切かな

と思っております。そのときに、一番最初にも申し上

げましたが、目的を明確にする。目的が明確になると

いうことは、対象も明確になるということだとも思

います。あとは、この体制で実施していくときの人の

配置、費用、システムのメンテナンスをどうするだと

か、そういったこととかもやはり長期にわたって運

用のことも考えたほうがいいのかなというふうに思

います。 

 本学はやはり人的なリソースが大変限られている

ということで、ある程度システムに頼ったほうがい

いんじゃないかということもありまして、システム

的なサポートを積極的に入れる構成になっています。

それに対して入力項目、あとは持続させる工夫とい

うものが必要になってくるんじゃないかなと思いま

す。 

 ポートフォリオというのは、そう簡単にすぐ成果

の出るものではありません。なので、できることから

地道に取り組んで、焦らず、じっくり取り組んでいけ

るといいかなと思っております。 

  

 


